
 

 

球陽高校 

SSH通信 

第１２４号 
2023 年 10月 16日 

 

〜偉人の言葉〜 

自分の使っている言葉が、自分の人生を

支配する 

 

佐藤富雄 

 

ルービックキューブに関する代数学的アプローチ 

 

ルービックキューブは、1974 年にハンガリーのエル

ノ・ルービック（Ernő Rubik）によって発明された

立方体のパズルゲームです。六つの異なる色で塗ら

れた 9 つの小さな立方体があり、目標はキューブの

各面を 1 つの色に揃えることです。ルービックキュ

ーブは回転を使用して操作し、非常に複雑な組み合

わせが存在します。ソルバーたちは、最短手順でキュ

ーブを解く方法を見つけるために数学的手法を使用

することがあります。これにはグループ理論などの

代数学的アプローチが関連しています。小学生によ

る探究事例も紹介して頂きました。 

 

ゲーム理論・囚人のジレンマ  ゲーム理論・二山崩し  群・環・体 

 

 

 

 

 

「囚人のジレンマ」は、ゲーム理

論の中で非常に重要な例として

知られています。このゲームは社

会科学、経済学、倫理学などの多

くの分野で研究され、協力と競争

のバランス、戦略の重要性、倫理

的側面などについての理解を深

めるために利用されます。参加し

た生徒達も実際に囚人の立場に

なって考えることで、活発な意見

交流が行われていました。 

 「ニム」（Nim）または「二山崩し」

（Chomp）は、数学的な戦略ゲー

ムで、ゲーム理論の中で研究され

ています。プレイヤーは相手の可

能な動きを予測し、自分のターン

で最良の選択をする必要がありま

す。このゲームは数学的な分析と

戦略の研究に役立つだけでなく、

プレイヤーの論理思考や戦略的思

考を養う教育的なゲームとしても

知られています。 

 「群（Group）」、「環（Ring）」、「体

（Field）」は、代数学の基本的な

概念であり、」集合と演算が特定

の条件を満たす数学的構造です。

これらの代数学の基本的な概念

は、数学のさまざまな分野で利用

され、特に線形代数、数論、代数

幾何学、位相学、数学解析などで

基本的な道具として使用されま

す。大学で学ぶ代数学について簡

単に紹介して頂きました。 



 

 

 


